
 

 

 

 

 

渇水における防災体制の注意体制への移行について 

～小瀬川水系の取水制限を解除～ 
 

 

12 月 27 日から実施されていた小瀬川水系の取水制限について、小瀬川水系３ダムの合計貯水

量が回復してきたことから、本日３月８日に小瀬川管理協議会（第２回渇水調整会議）において、

同日（３月８日）15時より取水制限が解除される。 

県内において、取水制限を実施している水系が芦田川水系のみとなることから、警戒体制<渇水

警戒本部>から、注意体制<渇水連絡会>へ移行する。 

引き続き、取水制限を実施している芦田川水系における渇水情報の収集や関係部局との情報共

有を図るとともに、ホームページ等により節水の呼びかけを実施していく。 

 

 

 

  小瀬川管理協議会 第２回渇水調整会議 （事務局：太田川河川事務所） 

 

   ３ダムの合計貯水量が 3,500 万㎥に達しており、今後の気象予報において一定の降雨が見込

まれていることを考慮した場合、３ダム合計貯水量が梅雨時期頃までの間は、取水制限の実施

を検討する水準までには概ね至らない見通しであると判断し、３月８日 15時より取水制限を解

除する。 

 

【参考】各ダムの貯水量の回復状況 

ダム貯水率 
取水制限 増 減 

（現在‐開始時） 開始時（12/27） 現在（３/８） 

弥栄ダム ４１．９％ ６６．６％ ２４．７％ 

小瀬川ダム ８７．９％ ８７．３％ ▲  ０．６％ 

渡ノ瀬ダム ５１．１％ ３０．４％  ▲ ２０．７％ 

合 計 ４５．９％ ６２．１％ １６．２％ 

 

 

 

 

 

（参考） 広島県の防災体制（渇水）  〔広島県災害対策運営要領（渇水）〕 

 

体制 判断基準 体制の決定 

注意体制 

<渇水連絡会> 
県内のいずれかの水系で取水制限の措置が行われた場合 自動設置 

警戒体制 

<渇水警戒本部> 

次のいずれかに該当する場合 

① 太田川水系において取水制限の措置を行う場合 

② 太田川水系以外の２水系において取水制限の措置を行う場合 

自動設置 

総合的な影響拡大防止活動を実施する必要がある場合 
土木建築局長が

必要と認めたとき 

非常体制 

<災害対策本部（渇水）> 

太田川水系において，又は太田川水系以外の２水系において取水制限の

措置が行われており，県民活等に甚大な被害が発生すると予想される場合 知事が必要と認

めたとき 
総合的な渇水対策を講じる必要がある場合 

 

 

 

 

 

取水制限の解除 

【今回】 
小瀬川水系で 
取水制限が解除 

資 料 提 供 
令和６年３月８日 

課  名：河川課 
担  当：水頭 
直通電話：082-513-3936 



 

 

 

■ 県内ダムの渇水状況（利水容量のあるダム）            

（３月８日０時現在） 

協議会 

（水系） 
ダム名 平年貯水率(％)※１ 現貯水率(％) 平年貯水率との差（％）  取水制限等の予定 

太
田
川 

中電３ダム 

（王泊ダム，立岩ダム，樽床ダム） 
５３．１ ５６．０  ２．９ 

現時点では、予定なし 
温井ダム ９５．２ ９８．４  ３．２ 

土師ダム※2 ３４．７ ５１．９  １７．２ 

小
瀬
川 

小瀬川３ダム 

（渡ノ瀬ダム，小瀬川ダム，弥栄ダム） 
７７．４ ６２．１ ▲ １５．３ 

【３月８日から】 
取水制限を解除 

芦
田
川 

三川ダム ７７．８ ６０．０ ▲ １７．８ 
【12 月 31 日から】 

取水制限を継続中 
八田原ダム ７９．３ ４９．４ ▲ ２９．９ 

２ダム合計 ７８．８ ５３．１ ▲ ２５．７ 

山田川ダム（芦田川）  １００．０ １００．０  ０．０ 現時点では、予定なし 

野間川ダム（芦田川）  ９５．８ １００．０  ４．２ 現時点では、予定なし 

沼
田
川 

椋梨ダム ５２．０ ６１．４  ９．４ 
現時点では、予定なし 

福富ダム ９９．８ １００．０  ０．２ 

八
幡
川 

魚切ダム ９０．７ １００．０  ９．３ 現時点では、予定なし 

江
の
川 

灰塚ダム １００．０ １００．０  ０．０ 【１月 26日から】 
取水制限を解除 庄原ダム ９３．１ １００．０  ６．９ 

※１ 平年（過去 10 年平均）は、平成 27 年から令和６年までの各年の３月 8 日の平均値 
   但し、運用開始後 10 年に満たないダムは、運用開始後から現在までの平均値 
※２ 土師ダムは、太田川へ分水しているため、太田川水系で記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今回】 


